
【10月・0歳児・高月齢】 ほいくのおまもりプラス

Ａさん（高月齢／男児／活発）
（1歳6カ月／ 4月生まれ）

Ｂさん（高月齢／女児／活発）
（1歳5カ月／ 5月生まれ）

Ｃさん（高月齢／男児／静か）
（1歳4カ月／ 6月生まれ）

Ｄさん（高月齢／女児／静か）
（1歳3カ月／ 7月生まれ）

子どもの姿

1．午睡時には自ら布団に向かう姿が見られる
が、決まった保育者以外にトントンされることを
嫌がり、怒る様子が見られた。
2．気に入った絵本をくり返し読んでもらいなが
ら、声を出して指差しをしたり、言葉をまねて楽
しんでいた。
3．延長保育が始まり、部屋の移動や関わりの
少ない保育者の存在に不安な様子も見られた
が、保育者に遊びに誘われると興味を示し、安
心して玩具で遊び始める姿があった。

1．オムツ交換の際に、保育者に「トイレに座っ
てみる？」と声をかけられると、少し緊張した表
情を見せながらも応じていた。
2．戸外では、ボールやシャボン玉を追いかけ
たり、ベンチや遊具によじのぼろうとするなど、
興味のあるものに積極的に関わろうとする姿
が見られた。
3．戸外遊びへの期待から、簡単な身支度への
意欲が高まり、靴下や帽子の着脱に自分なり
に取り組もうとする姿が増えてきた。

無料版：2名分
↓

有料版の
"おまもりプラス"

は12名分が

閲覧＆DL可能！

ねらい

1．安定した生活リズムの中で、安心して休息
を取る
2．簡単な言葉を使いながら、保育者とのやり
取りを楽しむ

1．トイレに親しみを持ち、便器に座ることに少
しずつ慣れる
2．戸外での探索を通じて、秋の自然に親しむ

内容

1．食後の満足感を味わいながら布団に向か
い、保育者に見守られる中で、心地よく入眠す
る。
2．絵本を読んでもらいながら、簡単な言葉をま
ねたり、指差しで表現する発見や思いを丁寧に
受け止めてもらい、伝わる喜びを味わう。

1．保育者に見守られたり体を支えてもらいな
がら、安心して便器に座る。
2．保育者と一緒に公園内を探索し、ドングリや
松ぼっくり、落ち葉に触れて、感触や音の面白
さを味わう。

環境構成
配慮
援助

1．食後に午睡に誘う際は、「たくさん食べた
ね」「おいしかったね」と優しく声をかけること
で、満足感を味わいながら布団へ向かえるよう
に関わる。入眠の援助は、できるだけ決まった
保育者が安定して行えるよう職員間で連携し、
本児が落ち着いて眠れる環境を整える。
2．落ち着いた雰囲気の中で、一対一で絵本を
楽しみ、簡単なくり返しの言葉をまねしようとす
る姿を温かく受け止め、楽しさを共有する。ま
た、指差しや本児なりの言葉で思いを表現しよ
うとする姿には、「そうだね、○○がいるね」「笑っ
ているね」などと丁寧に言葉を添えて応じ、やり
取りの楽しさを感じられるように関わる。

1．オムツ交換時やオムツが濡れていないタイ
ミングで、「トイレに座ってみようか」と優しく誘
う。本児の様子に応じて手をつないだり体を支
えたりしながら、安定して座れるよう配慮し、嫌
がる場合は無理強いせず、「また座ろうね」と
伝えて次の機会につなげる。
2．探索を始める前に、木の棒やゴミ、タバコの
吸い殻などの危険物が落ちていないかを確認
し、安全に配慮する。一緒に探索を楽しむ中
で、本児の発見を丁寧に受け止めるとともに、
木の実や落ち葉に触れて見せながら、「ツルツ
ルするね」「カサカサ音がするね」など、感触の
面白さを言葉にして伝え、自然物に対する興味
を育んでいく。

食事

（完了食）
・よく噛まずに飲み込みやすいため、保育者が
咀嚼する様子を見せ、まねできたときには「モ
グモグできたね」と声をかけて認め、噛む習慣
が身につくように関わる。
・保育者に食べ物を分けようとする場面では、
本児の気持ちに寄り添い、食べるしぐさをして
応えながら、一緒に食べる楽しさを感じられる
ようにしていく。

（完了食）
・スプーンを使おうとする姿を大切にし、食べに
くそうな場面ではさりげなく手を添えて援助しな
がら、徐々に慣れていけるようにする。
・苦手な食材があるときには、保育者が食べて
見せたり、食材にちなんだ歌を取り入れて興味
を引き出しながら、楽しく食べられるように関わ
る。

家庭との連携

3．延長保育で楽しく過ごした様子を丁寧に伝
えることで、保護者の不安を和らげていく。
・保育時間が長くなることで生活リズムが乱れ
たり、疲れが出やすくなるため、家庭とこまめ
に情報を共有しながら、体調の変化に留意す
る。

3．身支度に意欲的に参加する姿を丁寧に保
護者に伝え、家庭でもゆったりとした気持ちで
見守ってもらえるよう働きかけながら、意欲を
育んでいく。
・保護者参加の行事について、持ち物や活動
内容などを文章と口頭の両方でわかりやすく
伝え、安心して参加できるよう配慮する。

評価・反省

1．決まった保育者に見守られることで安心し、
トントンしてもらわずに自分で入眠できる日も増
えた。今後も安心感を育む関わりを続けなが
ら、様子を見守っていく。
2．絵本の中で知っているものを見つけると、指
差しをしたり「ワワ（ワンワン）」「ブブ（ブーブ」な
どと言葉で伝えようとする姿が見られた。本児
の言葉を丁寧に受け止め、応答的に関わりな
がら言葉の発達を促していく。

1．タイミングが合い、便器に座った際に排尿で
きることがあった。今後も焦らずに声をかけな
がら、少しずつトイレ習慣につなげていきたい。
2．様々な自然物を拾って保育者に見せたり、
保育者が見つけたドングリや松ぼっくりに興味
を示して嫌がらずに触れるなど、十分に探索を
楽しむことができた。徐々に日中の気温が低く
なってきたため、衣服の調整に配慮し、快適に
散歩や戸外遊びを楽しめるようにする。

子どもの姿の 1，2は『ねらい／内容／環境構成・配慮・援助／評価・反省』、 3は『家庭との連携』と連動しています。

敬称と性別表記：ウェブサイトに当社方針を記載しております。
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